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ノア の 子 らの 系図

一 聖書の 中の 世界
一

大　住　雄　
一

　聖書の 物語以外の すべ て の 場面 も出来事も秩序も，
こ の ［聖書の ］世界か ら

独 立 して 存在す る権利を持たず ， それ らの す べ て
， すなわち全人類の 歴 史は ，

こ の 枠内で こ そ 真の 秩序 を与え られ る し ， また ，
これ に従属 させ られ る よ うに

約束 され て い る ， とい うわ けで あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 E ・ア ウエ ル バ ッ ハ 『ミ メ ー シ ス 』
1）

［1］諸国民表 （創世記 10 章）の 構成

　 （1）諸国 民表の 諸問題

　 「また これ ら は系 図 （ト
ー

レ ド
ー

ト）で あ る
，

ノ ア の 子ら，
セ ム

，
ハ ム

， そ し

て ヤ フ ェ トの 」とい うい わ ゆ る ト
ー

レ ド
ー

ト定式で 始 ま る創世 記 10章は ，

一
般

に 「諸国民 表 （die　V61kertafel，
　the・table・of 　nations ）」 と呼ばれ ， 世 界 の （もち ろ

ん 聖書 の 世界 か ら見 え るか ぎ りの ）諸国民を ， すべ て 洪水 の の ちノア か ら 出 た

子 孫 とし て数え上 げた もの と され て い る 。 しか しそ の テ キ ス トは矛 盾が 多 く，

内容的 ・形 態的に 一 貫性 を欠 くと見え ， 配列 や区分の 意味が 分か らな くて ， 古

くか ら註解者を 悩ませ て きた 。

　第
一

に 11章 1−9 節 に あ る 「バ ベ ル の 塔」の 物 語 との 関係が 問題 とな る 2）
。 す

で に 10章にお い て ， 諸国民 が 「語族 （ラー シ ョ
ー

ン ）・… ・・
に 従 っ て 分か れ た 」（10：

5 ， 20 節 ， 31 節を も参照 ） と言 われ て い る の に ， 11章 1節 で は 改 め て
，

「全地

は 単一
の 言 語 （サ ー フ ァ

ー） 同 じ言 葉 （デバ ー リー ム ） で あ っ た」 と述べ て い
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る 。 また 11章 9 節に お い て ， 塔 の 事件の 結果 ， 町 が バ ベ ル と呼ばれ る よ うに な

っ た と言われ て い る の に
，

こ の 名 は ， す で に ニ ム ロ ドの 王 国の 町 の 名 として 挙

が っ て い る （10 ： 10）3）
。 も っ と も 10章 25節に ， 土地が 分け られ たの はペ レ

グの 時代で あ る とい う注釈 が加 え られ て い る。 ペ レ グは ア ル パ クシ ャ ドの 曾孫

で あっ て ， セ ム か ら数え る と五 代 目で あ る 。 お そ ら くバ ベ ル の 塔 との 時間的な

関係 を説明す る ために ， わ ざわ ざそ こ まで 世代を下 ろ した の で あ る
4）

。

　第二 に ， 10章の 系図 は 「産 め よ ， 増え よ， 地 に満ちよ」 （9 ： 1） とい う祝福

の 成就 に 見 え るが
5）

，
バ ベ ル の 塔の 物 語で は ， 人 々 が 全地 に 散 らされ て い くの

は罰 として で あ る 。 こ の 点は ， む し ろ ，
ハ ム の 行い に よ る ノア の カナ ン に 対す

る呪い （9 ：20− 29） との 関連 で こ そ問題 とな るの だ が ， 10章の 系 図は 9 章 とは

どの よ うな関係 に あ るの か ， ある い は 10章は 9章 と関わ りの ない リス トで あ っ

て ， カナ ン に 対 す る 呪い を前提 とし ない とい うこ となの で あろ うか 。

　第三 に
， カナ ン の 呪い との 関係 も含め て ， 諸 国民の 区分の 原理 は 何か とい う

こ とで あ る。 や は り
一

番大 きな問題 に なるの は ，
ハ ム の 子孫で ある

6）。 本来セ

ム 族で あ るカナ ン が ， なぜ ハ ム の 子 孫 とし て 数 え られ て い る の か （15− 19節）。 す

で に ノ ア が ，
ハ ム の 行い の ゆえ に カナ ン を呪 っ た の で あ るが ， それ だか らと言

っ て ， もち ろん ， カナ ン の 諸 氏 族が ハ ム に 含 まれ て い る系図が 直ちに ノ ア の 呪

い の テ キ ス トを前提 とし て い る と言 うこ とは で きない で あろ う。 しか し ， ノア

の 呪い それ 自体 に し て も ， なぜ カ ナ ン は ハ ム の 子 で あ るの か 。 また ， カナ ン の

子孫 と， 同じ ハ ム の 子 で あ るエ ジ プ トの 子 孫 に つ い て だ けは ， 民族 ない し部族

の 名 が 個人 名 に よ っ て で な く，
「〜 人」 とい う民族 ・ 部族名で 呼ば れ て い る （13

− 4 節の エ ジ プ トの 子孫は 「イ
ー ム ym 」 とい う語尾 で 表す複数 形に よ っ て ， 16

− 18節の カ ナ ン の 子 らは 「イ
ー

y」 とい う語 尾 を持つ こ とに よ っ て ）。 ま たペ リ

シ テ 人 とカ フ トル 人 が ， 地 中海 の 人 々 なの に ， なぜ ヤ フ ェ トの 子 で な く ，
ハ ム

の ， しか もエ ジ プ トの 子 孫 で あ る の か （14節）。 さ らに シ ン ア ル （メ ソ ポ タ ミ

ア ）の 王 ニ ム ロ ドが ， なぜ ハ ム 族 クシ ュ （エ ジ プ ト南方 の 黒 人 ，
エ レ ミヤ 書

13 ：23 参照） の 子 孫なの か （6− 12節）。 こ こ に 「ク シ ュ 」 と呼 ばれ る民 族 は ，

南方の 黒 人 で は な く メ ソポ タ ミア 北部の 山地 か ら 出た 「カ ッ シ ー ト」 で あ る と
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い う見解もあるが 7）
， カ ッ シ ー トな らカ ッ シ ー トで ， それ が ハ ム の 子孫に数え

られて い るこ とが ， 奇異なの で あ る。 しか も，
ニ ム ロ ドに つ い て の 記 述は ， 系

図の 中で これ だ けが 名 の 羅列 で な く， 人物像の 描 写で あ り ， そ の 領土 に ある都

市名が 挙 げ られて い るの も特別で あ る 。

　第四 に ， 諸 国民 の 区分の 原理 と関連するが ， なぜ ヤ フ ェ トが 最初に数え られ

るの か 8）
。 セ ム が最後で あるの は ， イス ラ エ ル が セ ム の 子孫 で あ っ て ， 後の 物

語 （まずは 11章 10節以 下） に つ なが っ て い くもの で あるか らか もしれ ない e

それならヤ フ ェ トは ， 長男 で あるセ ム が 最後に 来 る系図だか ら ， 末 の 子 とし て

最初に来 た の で あ ろ うか 。 とこ ろが 9章 24 節で は ，
ハ ム を 「小 さい 息子」 と呼

んで い る 。 それ は ， 新共 同訳が そ う理 解 し たよ うに ，
「末の 」 子 で あ るの か ， あ

るい は セ ム また は ヤ フ ェ トに 対 し て 「下の 」 子 で あ る の か 。 い ずれにせ よ ， き

ょ うだい の 呼び方は 「セ ム
，

ハ ム
， ヤ フ ェ ト」 で あ っ て ，

「セ ム
， ヤ フ ェ ト，

ハ

ム 」 で も 「ヤフ ェ ト，
ハ ム

，
セ ム 」 で もない の で あ る 9）

。

　（2）文献批判による諸国民表の矛盾解決の試み

　前節 （1）で 指摘 し た創世記 10章の テ キ ス トの 不統一 また は 矛盾 と見 え る諸

問題 につ い て は ， 当然 ， それ らの 現象が 認識 され る と同時に 解決 の 試み も提案

され て きた 10）
。 しか しそ の 中で 近代の 資料仮説が ， 最 も包括的な解決を示す も

の として
， 今 日まで 支配的な影響力を持 っ て い る 。 それ は つ ま り ， 矛盾 はテ キ

ス トを構成す る複数 の 資料の 間に ある齟齬で あ っ て ， 諸資料の 混合に よ っ て 二

次的に 生 じた もの だ と説明す る 。

　イ ン タ
ー プ リタ

ー ズ ・バ イブル の C ・A ・シ ム プ ソン に よ る解釈 を 11）
， 資料

仮説 に基づ く解釈 の 代表例 とし て
， 上記 の 問題提起 に 即 し て 整理 して み よ う。

い わ ゆ る原初史 （創世記 1− 11章）は
，

一
般 に 祭司文書 （P ） と

，
そ れ よ り も

古い ヤ ーヴ ィ ス ト （J）の 混 合体 とされ るわ けで あ るが
，

シ ム プ ソ ン は J を更

に 二 つ の 資料層 （J1 ，
　 J　2） に分 け る仮説 に 従 う。

　11章 1−9 節の バ ベ ル の 塔の 物語は J1 の もの で
， ア ブ ラ ハ ム か らそ の 物語 が

始 ま る イ ス ラ エ ル を ， あち らこ ち らに分か れ た 民 の
一 つ とし て 位置づ けよ うと
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す る もの だ と言 う。 後述す る よ うに ，
シ ム プ ソ ン に よれ ば

， 10 章の 諸国民表の

枠組 は J2 の もの で ある 。
　 J　1は こ の 枠組 を知 らず，

バ ベ ル の 塔の 結果初め て

人 々 は 分か れ て い くと考え て い た 。 他方 ， 諸国民 表の 枠組 を 手 に して い た J2

に とっ て バ ベ ル の 塔は
， 諸国民 が 分か れ て い っ た原 因譚 とし て は必 要が な く，

た だ ， 話 として 保存 され た の だ と言 う。

　9 章 21−−25 節 （彼の 理 解で は ， テ キ ス ト単元は 20 節か ら始 ま るの で は ない

し
， 26− 29 節 も別 の 話 で あ る）は

， J1 が
， 遊牧民 イ ス ラエ ル の 定着す る過程

か ら伝わ っ た物語 に ノ ア の 名 を付して ， ノ ア 物語 の ひ とこ まとし て 取 り込ん だ

もの と見 る 。 26−27節は 二 次的 な拡 張 テ キ ス ト ， 28− 29節 は P に 帰せ られ て い

る 。 セ ム
，

ハ ム
， ヤ フ ェ トとい うノア の 子 らの 順序 は

， 祭 司的編集者の もの で

あっ て （6 ：10， 9 ： 18参照）， Jに お い て は セ ム
， ヤ フ ェ ト， カナ ン で あ っ た

（23−・24節）。 祭司的編集者は ， 22節の 「カナ ン 」 の 名 に 「の 父 ハ ム J とい う語

を付 け加 え て ， 祭 司的系 図 との 調 整 をは か っ た と言 う。 こ れ らに よ っ て ，
「本来」，

呪い は カナ ン に対す る もの で あ り，
ハ ム と呪い は 関係が ない こ とに なる 。

　さて
， そ こ で 10章の 諸 国民 表は ， 祭 司的編 集者が P の 素材 と J2 の 素材 （い

ずれ も付加や改編を経て い る）を合成し た もの とされ る 。 P に 属す るの は セ ム
，

ハ ム
， ヤ フ ェ トそれ ぞれ の 子 らの 名 の 列挙 と ，

「こ れ らが 〜 の 子 らで あ る」 とい

う枠組で あ り， J2 か ら受 け継 い だ諸国民表 を新 し い 枠組 の 中に 置 くもの とな

っ た と言 う。 す なわ ち次の よ うな枠組 で ある 。

1節前半　トー
レ ドー ト定式 「ま た これ らは ト

ー
レ ド

ー トで あ る ， ノア の 子 ら ，

セ ム
，

ハ ム
， そ して ヤ フ ェ トの 」

2−4 節 　 リス ト ：ヤ フ ェ トの 子 ら

5節 枠 に れ らか ら海 沿い の 諸国民は 彼 らの 地 に 分 か れ た 。 そ れ ぞれ 彼 らの

語族に従い ， 彼 らの 氏族 に 従 い
， 彼 らの 国民 に よ っ て 。 」

6− 7 節 　 リス ト ； ハ ム の 子 ら

20節 枠 「こ れ らは ハ ム の 子 らで あ る。 彼 らの 氏 族 に 従 い ， 彼 らの 語族 に 従 い ，

彼 らの 地に よ っ て ， 彼 らの 国民 に よ っ て 。 」

22−23 節　 リス ト ： セ ム の 子 ら
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31− 32節 枠 「これ らは セ ム の 子 らで ある 。 彼 らの 氏族 に従 い
， 彼 らの 語族 に

従い
， 彼らの 地に よっ て ， 彼らの 国民 に よ っ て 。 」

　　　　　枠 「これ らは ノア の 子 らの 諸氏 族で あ る。 彼 らの 系 図に従 っ て ， 彼

らの 地 に よ っ て ， また こ れ らか ら地 の 諸国民 は 分か れ た
， 洪水 の 後 。 」

P だ け独立 させ て 考えれば ， ク シ ュ （6節）は ハ ム の 子 で あ っ て も，
ニ ム ロ ド

の 親 で は ない 。

　シ ム プ ソ ン に よれば ， J の 基本的な形 は次の よ うで あ る 。 「また カナ ン は ， 長

男シ ドン とヘ トを産ん だ （15節）。 そ して ヤ フ ェ ト， カナ ン の 兄 に もクシ ュ と

エ ジプ トが （6節）生 まれ た 。 また クシ ュ は ニ ム ロ ドを産ん だ 。 か れ は地 上 で

初 め て の 勇士 とな っ た （8 節）。彼 の 王 国の 初 め はバ ベ ル で あ っ た （10節）。 ま

たセ ム
， ヤ フ ェ トの 兄 に もエ ベ ル が 生 まれ た （21 節）。 そ して エ ベ ル に 二 人 の

子 らが 生 まれ た 。 ひ と りの 名は ペ レ グ ， 彼の 時に 地が 分 け られ たの で 。 彼 の 兄

弟の 名は ヨ ク タン （25節）」。
つ ま り， 物語的 なテ キ ス トは J で あ っ た こ とに な

る 。 そ して クシ ュ
，

エ ジプ ト ，
ニ ム ロ ドは ヤ フ ェ トの 子 で ある ！

　 （3）資料仮説の 問題点

　 イ ン タ
ー プ リタ

ー ズ ・バ イ ブル に代表 され る資料仮説 に よ る解釈は
， 諸国民

の 分化 をバ ベ ル の 塔に 現れ た傲慢の 結果 と見 る文書 資料 と， そ うで ない 文書資

料 とが あ っ た と考え る 。 また ， 塔 の 建 設 と言語の 混乱 を都市名の 原因譚 とし ，

ニ ム ロ ドを最初 の 専制君 主 とする 資料 と ， そ の ニ ム ロ ドの 支配領域の 中にバ ビ

ロ ン を加 え る資料 とを 区別す る 。 こ うして ，10章で 既 に 言語 な ど に よ っ て 分か

れ て い る と見 える諸国民が
， 11章の 初めで は ， まだ言 語に お い て 一 つ で あ っ た

と言 われ て い る とい っ た矛 盾 ， また 同 じ よ うに 塔 の 建設 に よ る 言 語の 混乱 を都

市名 の 原 因 とし た その 町 が
， 10章に 既 に その 名 で 登場 す る矛 盾 は

，
こ との 起源

に 関 して 互 い に 見方 の 違 う二 つ の 話 を ， あたか も時を追 っ て 起 こ っ た よ うに並

べ た た め に生 じた矛 盾 で あ る と説明す る こ とに な る 。

　も っ とも
一

つ の 歴 史的事象に は さま ざ まな側 面 が あ り
， 事象 を どの よ うな事

柄 と し て理 解す るか に つ い て は
，

い ろい ろな見方が あ る 。 それ で ， 地 上 に い ろ
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い うな言語があ り， 諸国民が それ ぞれ分か れ て 住 ん で い る こ とにつ い て も ， そ

の 原 因や意味の 理 解は 多様で あ る 。 そ うし た様 々 な意味 を ， それ ぞれ違 う物語

で 表そ うとし， それ らの 物語を併置する こ とは ， あ り うるだ ろ う。 資料 の 違い

を言 うま で もない こ とか もしれない 。 しか し ，

一 つ の 事柄 に つ い て別の 物語が

あれ ば ， 資料 も別 で あ る と考え るの が
， 資料仮 説 で あ る．

　ノア の 子 らセ ム
，

ハ ム
， ヤ フ ェ トの 順番が一

定 して お らず ， さらに 呪われ た

の は ハ ム なの か カナ ン な の か
，

なぜ カ ナ ン が 呪われ なけれ ば な らない の か とい

うこ とに つ い て は ， ノ ア の 子 らの 名 とその 順序に つ い て
， 複数の 伝承が あ っ て ，

それ らが 合成 され た ため に混 乱が 生 じて い るの だ と言 う。

　こ の よ うに し て ， た しか に （1）で 挙 げた 問題 の か な りの 部分が 解決す る よ う

に 見え る 。 しか し ， なぜ カナン やペ リシ テ 人が ハ ム の 子 で あ るの か ， なぜ ニ ム

ロ ドが クシ ュ の 子 で あるの か とい う問題 は ， 不可 解の ま ま残る 。 これ とは 違 う

資料 区分 をする研究 者 もあ るが ， これ らの 問題 を残 りな く解決 しよ うとすれ ば ，

際限なく資料を細分 して い くほか は ない 。 さらに ，
ハ ム の 子 らで あ る カナ ン の

子 孫 とエ ジ プ トの 子孫につ い て ， 民族ない し部族の 名が 個人名に よ っ て で な く，

民族 ・部族名で 呼ばれ て い る理 由 も， 明 らか に な らない 。 こ うし た民族 ・部族

が なぜ ハ ム の 子 らと され て い るの か とい う， 区分の 根本問題が ， 結局解決 され

てい ない の で あ る 。 そ して ， なぜ ヤ フ ェ トが
一

番先なの か とい う配列 の 問題も，

答えを見い だ し て い ない 。

　しか も，
こ うし た資料仮説は ，

一
貫性 の ない テ キ ス トを価値の 低 い もの と見

て い るわ けで ， それ ぞれ は 統
一 が とれ て い た はず で あ る文 書資料 の 混合の 結果

が 今の テ キ ス トで あ るな らば ， 今の テ キ ス トよ りも ， そ こ に組み 込 まれ て い る

個 々 の 文書資料 に こ そ 意味が あ る とい うこ とに な る 。 しか しそれ な ら， 現在の

テ キ ス トは ， 編集者の 意 図を反 映し ない 「混 合体」 に 過 ぎない の だ ろ うか ． 現

在の テ キ ス トの 配列や用 語 法や文体に は ， 諸資料が それ ぞ れ持つ 「意味」 を超

え る独 自の もの は ない の だ ろ うか 。

　最近 の 註解者 の ほ とん どは ， 今 日の テ キ ス トを構成す る文書資料 の 存在は認

め つ つ
， 最 終編集者の 意 図を重視す る 。

こ れ まで ，

一
貫性 が な く ， 見通す こ と
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がで きない と考えられ て きた諸国民の 区分や配列につ い て
， また異な る文体の

併存につ い て ， む し ろ意図的に行われ た もの として ， 解釈 し直そ うとし て い る

の で ある 12）
。

［2］社会文化的／社会経済的意味

　 （1）遊牧生活者と定住者

　 最近の 諸国民表解釈に お い て ，

一
致点 となっ て きて い るの は

，
こ の リス トが

諸国民の 民族的 なあ るい は 言語 的血縁的地 縁的 な関係を示 すもの で は な く， 社

会文化的ない しは社会経済的意味を表す もの だ とい うこ とで ある 。

　 ハ イ フ ァ 大学の 研究者 B ・オ デ ドは ， 創世記 10章に は様 々 な二 次的要素が 付

加 され た た めに ， テ キス トが 一
貫性 を欠 くもの に な っ て い る こ とを認 め る 。 し

か し ， そ の 核 とな っ た諸国民表が もともと存在 した と考え る 。 そ して 元 の 諸国

民表 は
， 世界の 人 々 を三 つ に分けた構成で あり， その 区分に は っ きりした原則

が あ り ， そ の 原則は 社会文化 的／社会経済的 ア プ ロ
ー

チ を反 映し て い る と主張

す る 13）
。

　世界 を三 分構成 とし ， そ の 区分に はは っ き りし た原則が あ り ， そ の 原則 が 社

会文化 的／社会経済的ア プ ロ
ー

チ を反 映し て い るよ うな原テ キス トの 想定は ，

創 世記 4 章 20−2 節 ，
レ メ ク の 子 らの リス トとの 類比 に よ っ て ， 確 認 され る e

レ メ クの 子 らは ， ヤバ ル ，
ユ バ ル ， トバ ル ・カ イン の 三 人 で

， そ の 三 人 を 区別

す るもの は ， 職業で ある 。 そ して
，

「（すべ て ） 〜 す る もの らの 父 」 とい う定型

句に よ っ て ， それ ぞれ の 文化 の 創始者 と され て い る
14）

。

　創 世記 10章は ，
セ ム

，
ハ ム

， ヤ フ ェ トを逆順序に 並 べ た三 分構成で あ るが ，

セ ム の 系図 につ い て は ，
「す べ て の エ ベ ル の 子 ら の 父」 とい う定 型的 な規定に よ

っ て （21 節）， ヤ バ ル
，

ユ バ ル
， トバ ル ・カ イ ン と同様の

， 社会文化 的／ 社会

経済的特徴 をもっ た グル ー プ の リス トで ある こ とが 示 され て い る 15）
。

　エ ベ ル が ハ ビル ない しア ピル とどの よ うな 関係 に あ るか は ， 別 の 検討 を要す

る けれ ど も ， 少 な くと も 「ア ー バ ル 」 とい う動 詞 に通 じ，
「渡 り歩 く人 た ち」す
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な わ ち遊牧民 で あ る 。 本来地理 的民 族的 な名称 で あ っ た の が ， 特定の 生 活様式

を持 つ グル
ー プ の 呼称 とな る こ とは ， しば しば ある と言 う。 カナ ン 人 が 商人 を

表す よ うに な っ た の と同様， エ ベ ル の 子 らが ノ マ ドを表す よ うに な っ た と考え

られ る 。 21 節 ， 25節に 挙 げ られ た エ ベ ル の 子 らの 名の 大部分 は
，

シ リア ・ア ラ

ビ ア砂漠やパ レ ス テ ィナ 周辺部の 部族名で あ る 。 も っ とも創世記 10章の エ ベ ル

は ，
ノ マ ド と言 っ て も様 々 な タ イプ を含ん で い る 16）。

　創世記 4 章で は ， ヤバ ル が 「全 て 天幕に住む者 と家畜を飼 う者の 先祖」 とさ

れ るが
，

ア ッ カ ド語 で 「天幕 に住む 者」 とは ， 砂漠や 定住 地周辺 に住む ノ マ ド

ない し は家畜飼育者を指す 。 そ こ で ， 用 語法や構造や ， 区分の 原則 か ら見 て ，

諸 国民表 の 原テ キ ス トと 4 章 20−22 節は ， 極 めて 近 い とこ ろ に あ る と言わ ねば

な らない と，
オ デ ドは 考え て い る

17＞
。

　セ ム が ノ マ ドの 父 で あ る とすれば ，
ハ ム は ， それ とは反対 の 社会文化 的形態

を代表す る。 すなわ ち農村 ， 町や都市の 定住者た ちで あ り， 王 国の 枠組の 中に

組織 され て い る人た ちで あ る 。 オ デ ドは ， 1）セ ム とハ ム が 反 目と憎悪の 関係 に

あ り， 2） ノ マ ド と定住者 の 間 に は伝統的 に 対 立 が あ り， 3） ハ ム の 系 図に 特殊

な項 目が あ る こ とか ら ，
ハ ム の 系 図が定住者の リス トで ある こ とが

， 蓋然性 を

もっ て 言 え る とする 。

　まず 1）ハ ム （カナ ン の 父 ）に 対す る ノ ア の 呪い に 現れ た ， 物 語作 者の
， カ

ナン の 父 に対す る憎悪 とヤ フ ェ トへ の 親近感 を 読み 取 る こ とが で き る 。 そ して

2）ノ マ ド と定住者の 対立 関係 に つ い て は ， 歴史学や人類 学の 立場か ら ， 数え き

れない ほ どの 研 究が あ る。 聖 書 の テ キ ス トの 中で そ の 対 立 構造を示 す もの は ，

た とえ ば 農耕者で あ る カ イ ン と牧羊者で あ る ア ベ ル の 対 比 で あ る と言 う。 4 章

12節で カ イ ン へ の 呪 い とし て 「お 前は 地上 を さ まよい
，

さす ら う者 とな る」 と

言 われ て い るの は ， 定住者が ノ マ ドをそ の よ うに 見て い るの だ と考 え て い る 。

こ の よ うな対 比 は ， 聖書 に も聖書外の 資料に も ， 多 く見い だ され る 。 もちろん ，

対 立 だ けで な く ， 共 存 の モ チ
ー

フ もあ る ．

　さらに 3） ハ ム の 系図 に は ， 都 市や王 国 の 名 が 並べ られ て い る こ とで あ る 。

セ ム が 部族 的なあ り方で あ るの に 対 し て ，
ハ ム は 王 国的 なあ り方 で あ る 。 リス
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トには ， 北 に メ ソ ポ タ ミ ア の バ ビ ロ ニ ア 王 国 と大 きな町 々
， 南に エ ジプ トとク

シ ュ の 王 国を挙げ ， また カ ナ ン の 住民は
， 都市住民で あ り， 都市国家を形成す

る （申命記 1 ：28）。 そ し て カナ ン は農耕地で ある （申命記 6 ： 10− 11）18）
。

　最後 にヤ フ ェ トは
， 直訳 すれ ば ，

「諸 国民 の すべ て の 島 々 （海沿 い の 地）の

父」 （5 節）で あ っ て ， 船で そ こ に達す る よ うな地 （の 住民）を指す
19）

。

　 （2）社会文化的／社会経済的意味　残 された 問題

　 さて ， オ デ ドが 試 み た よ うな諸国民表 の 社会文化 的／社会経 済的理解 に よ っ

て ， なぜ カナ ン やペ リシ テ人 が ハ ム の 子 で あ る の か
， なぜ ニ ム ロ ドが ハ ム の 子

で あるの か とい う問題 が ，

一 つ の 解決を得た と言 え るだ ろ う。 カナ ン やニ ム ロ

ドの 王 国は ， 都市 をその 枠 内に 組織 す る王 国， あ るい は都市国家なの で ある 。

ニ ム ロ ドが クシ ュ の 子 で ある こ とは ， こ こ で も直接答えられて い ない し ， 難 し

い 問題 で あるが
，

ニ ム ロ ドは なぜ ハ ム の 子 か とい う根本 問題が
， 彼 は王 国の 支

配者で あ り定住的あ り方 を表すか らだ とい うこ とで解決す るの で あれ ば ，
「ク シ

ュ 」 をエ ジ プ ト南方 の 黒人で は な くメソ ポ タ ミヤ の 「カ ッ シ ー
ト」 と見て 地理

的 問題を解消する説に も， 意味が 出て くる 。 もっ とも， 南の クシ ュ に北の バ ビ

ロ ニ ア が ， 大王 国 を構 え る とい う同 じあ り方 を代表す る もの として 対置され て

い るの で あ っ て ， ク シ ュ が ニ ム ロ ドを産ん だ とい う記事 は
，

そ れ 以上 の 地理 的

民族的関係を言 っ て い ない と見 る こ ともで き よ う。

　 ペ リシ テ が エ ジ プ トの 子 で あ る こ とに つ い て も答 えが ない が ，
ペ リシ テ は イ

ス ラ エ ル か ら見て 西に位置 し ，
エ ジ プ トに 深 く侵入 してい た 。 そ して 彼 らはた

しか に 海洋民族で あ るが
， カ ナ ン に お け る存在形態は ， ア シ ュ ドド ， ガザ ， ア

シ ュ ケ ロ ン
， ガ ト ，

エ ク ロ ン とい う 「ペ リシ テ 人 の 町 」 （た とえばサ ム エ ル 記上

6 ：17） か ら知 られ て い る よ うに ， ま さに都市国家で あ っ た 20）
。

　カナ ン の 子 孫 とエ ジ プ トの 子 孫が 民族 ・部族名 で 呼ば れ て い る理 由は ， なお

明 らか で は ない 。
エ ジ プ トに属 する諸 民族 に つ い て ，

ル ド人 （13節で は複数形

の 民族名 ， 22 節で は 単数形 の 個人 名）は ， こ の 諸 国民 表の 並 行記事 に 当た る歴

代志上 1 章 11節 ， 17節 を 除けば
， イザ ヤ 書 66 章 19節 ，

エ ゼ キ エ ル 書 27 章 10
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節 ， 30 章 5 節，
エ レ ミヤ 書 46 章 9節 に 登場 す るが ， 複数形 の 民族名 で登 場す

るの は エ レ ミヤ 書 46章 9 節だ け で あ る 。 ア ナ ミム ， レ ハ ビ ム ， ナ フ トヒ ム
， カ

ス ル ヒム は こ こ と歴 代志上 1章 11− 12節に の み現れ る 。 カ フ トル は
，

エ レ ミヤ

書 47章 4 節や ア モ ス 書 9 章 7 節で は ペ リシ テ 人の 発 生地 とされ るが （申命記 2

章 23 節も参照）， 民族名 とし て 登場す るの は ， こ こ と歴 代志 上 1章 12節 と申命

記 2 章 23節だ けで ある 。
バ ト ロ ー ス （上 エ ジ プ ト）とい う地域名は エ レ ミヤ 書

44 章 1 節 ， 15節 ，
エ ゼ キ エ ル 書 29 章 14節 ， 30 章 14 節 ， イザ ヤ 書 11章 11節

に も登 場す るが
， 複数形 の 民 族名 として は ，

こ こ と歴代志上 1章 12節だ けで あ

る 。 い ずれ にせ よ ，
こ こ に 列挙 され た諸民族は ，

これ らの 呼び方 で ， 捕囚期 よ

りも後の 世界像に の み含 まれ る もの の よ うで あ る 21）
。

　カナ ン の 子 らにつ い て は ， 民族 ・部族名 （y を語 尾 に付け る形 ）で 呼ぶ の が ，

イ ス ラエ ル にお い て 普通で あ っ た としか 言い よ うが ない か も知れ ない 。 ただ ，

一 般 に カ ナン の 先住民 の リス トとし て は ，
「カナ ン 人 ，

ヘ ト人 ， ア モ リ人 ，
ペ リ

ジ人 ，
ヒ ビ 人，

エ ブ ス 人」 （出エ ジ プ ト記 3 ：8， 17 そ の 他 ）が 列 挙 され る 。 並

び方 が 変わ っ た り， あ る民族名 を欠 くもの があ っ た り，
「ギル ガ シ 人」が加 わ っ

た り （申命記 7 ：1） とい っ た ヴ ァ リエ
ー シ ョ ン は あ るが ， お お よそ これ が定型

で あ る と言 っ て よい 。 創世記 10章 15− 16節に は
，

「カナ ン の 子 ら」 とし て 「ヘ

ト」 そ して 「エ ブ ス 人 ， ア モ リ人 ， ギル ガ シ 人 ，
ヒ ビ 人」 が 挙 げられ て い る 。

そ の 他の
， y を語 尾 に付け る形 で こ の 箇所 に登場す る ア ル キ 人 ，

シ ニ 人 ， ア ル

ワ ド入 （エ ゼ キ エ ル 書 27：8， 11参照）， ツ ェ マ リ人は （そ して ハ マ トも民族名

とし て は ），
こ こ と歴代志上 1 章 15−16節 に の み 現れ る 。 これ に 対 し て ， 先住

民の リス トに は y を語尾 に 付けた 形で 言及 され る ヘ トが
，

こ こ で は個 人 名 とし

て 現れ ， それ と並 ぺ られ るシ ドン は ，
士 師記 3章 3 節に お い て 他 の 先住民 と並

べ られ て
，

また エ ゼ キ エ ル 書 32 章 30 節に 北方 の 民族 として ， い ず れ も語 尾 y

を付 して 現れ て い る 。

　い わゆ る先住民 リス トに は 見 られ ない が こ こ に 言及 され て い る諸民族 は ， だ

い た い シ リア ，
フ ェ ニ キ ア の 諸都市で ， イス ラ エ ル との 通 商関係が あ る もの だ

と言わ れ る 。 と こ ろが ， 民族名 とし て は 聖書中諸国民表 以外 に は 見 られ な い
，
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い わば こ こ に 列挙す る こ とだ けに意味が あ る名で ある 。
つ ま りカナ ン の 子 らの

リス トに は ， イ ス ラエ ル が放逐す るよ う命じ られ た先住民 の リス トと， 商人 と

して の カナ ン 人 の リス トが 併存 して い る 。 しか もお そ ら く後者は ， 諸国民 表が

一 つ の 完結し た世界像を提供す る もの で ある ゆえ ee）
， カナ ン の 子 らの 中に イ ス

ラ エ ル と対 立する先住 民 だ けで な く， 対 立 関係 に ない （聖書で は 問題に な らな

い ）民族をも包み込む ため に ， わざわざ導入 された と考え られ る 。 そうな る と，

セ ム
，

ハ ム
， ヤ フ ェ トの 系図は ， た しか に 諸国民の 社会文化 的あ りか た をもっ

て 区分 し ， その よ うな もの として の 包括性を 目指し て い る よ うで あるが ， 核の

部分 に は ， む し ろ ， そ れ とは 異な る意図を持 っ た リス トが あ る と言 うべ きで は

なか ろ うか 。

　 とこ ろで ， オデ ドは諸国民表が社会文化的／社会経済的意味を持つ とい うこ

とを明 らか にす る た め に ， 諸 国民 表の 原テ キ ス トと同 じ構造 を持つ もの として

創世記 4 章 20− 22 節を挙げて い る。 カ イン とア ベ ル の 話が ノマ ド的あ り方 と農

耕民 的なあ り方の 対比 を示 し て い る とい うの は ， お そ ら くそ の 通 りで あ り ， カ

イ ン が 放浪者 に な っ た の が 呪い の 結果 で ある と見 られ て い るの も明 らか で あ

る 。 ま た他方 ， 最近 の 人類学 ない し社会学に お い て は ， 都市国家対 農民 とい う

階級的対立 関係 よ りも， 農民 お よび彼 らを守 る都市国家か らなる定住民 と， こ

れ に 対立 す る放浪民 とい う図式が提出され て い る 23）
。 しか し

，
こ とは 単純 で は

ない の で あ っ て
， 同 じ最近の 人類学が

， 都市生活 とノマ ド的生活の 互 換性を明

らか に して きて い るし
24）

， 創世記 4 章 も ， ま さに 放浪者カ イン が都市の 創始者

だ と言 っ て い る （17節）。 定住 的あ り方 と ノ マ ド的あ り方は ， 対 照的に見 え る

もの で あ っ て も， 決 して交換不可能な もの で は ない と言 わな けれ ばな らな い
。

　つ ま り諸国民表 は ，

一 つ の 完結 した世界 を表 そ うとし て
， イス ラ エ ル とあ ま

り関係 の ない 民族 ・部族をも列挙 し， そ の 区分は 社会文化 的／社会経済的意味

を反映 した部分 が ある だ ろ う。 しか し ノマ ド と定住者 の 対比 は
， 区分 の 枠組 と

して は 流動的で あ っ て ， 単純 に 区別 で きる もの で は ない 。
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［3］聖書の 中の 「世界』

　（1）社会文化的／社会経済的意味別の読み 方

　さて ， 創 世記 4 章 との 関係を も う少 し考えて み よ う。 オデ ドは ， 諸国民表 と

レ メ クの 子 らの リス トを今 日の 形の 聖書文書の 位置か ら外 し ， それぞ れ独 立の

意味を 持ち うる もの と考 え て い て ， そ の 三 分構成を ， こ うした リス トの 構造の

特徴 とし て ， それ ぞれ ， あ る世界の 全体像を と らえ る もの と見て い る 。 また彼

に よれば ，
レ メ クの 子 ヤ バ ル が ， セ ム の 子 ら と同 じ ノマ ド的生活形態 の 創始者

とされ て い る こ とが
，

レ メク の 子 の リス トと諸 国民表の 構 造的類似を支え る事

実な の で あ る 25）
。 しか し レ メ クの 子 らの リス トには ， 諸 国民表 と構造を比較す

るだけで は見 えて こ ない 特有の 位置づ け と意 味が あ り， それが
， 諸 国民表の 理

解 に も影響 を及 ぼす 。

　前節で
， 放浪者 カ イン が 都 市生活の 創始者 と され て い る こ とに触れ たが ， そ

れぞれ 特定の 文化 の 創始者で あ る レ メ クの 三 人 の 子 らは
，
カ イン の 子 孫 で あ り，

彼 らに帰せ られ る文化は ， 文化 とい うもの の 全体を三 つ に分 けた の で は な く，

実は ， カイン の 子孫 として の 放浪集団に よ っ て担 われ た 特殊 な文 化 を三 つ 挙 げ

た もの で あ る と考 え られ る
26）

。 オ デ ドが 諸国民表 に つ い て 言い
， カイン とアベ

ル の 間に も見 い だす よ うな
27）

， ノ マ ド と定住者の 対 比は ，
こ こ に は ない 。

　まず， 天幕に住 ん で 羊を飼 う遊牧は ， 放浪生活文化の 代表で あ ろ う。 琴 や笛

を奏す る楽士 た ちは ， 今 日も ， ま た ど こ の 国で もそ うで あ るが ， 多 くは 「旅 回

りの 芸 人」 で あ る 。 それ で は 青銅 や鉄 を打つ 鍛 冶は ど うか 。 鉄 の 精練技術を開

発 したの は ヘ ト （ヒ ッ タ イ ト）人で あ っ た 。
ヘ ト人 の 故郷は い わ ゆる 小 ア ジ ア

で あ るが ， カナ ン 地方 の 先住 民 に数 え られ ， またダ ビ デ の 家臣の 中に もい る こ

と （ヘ ト人 ウ リヤ ） に 現れ て い る よ うに ， 多 くの 移民 が 流出 し た と言われ て い

る 。 当然 ， 鉄 の 精練技術 を も っ て 諸国を渡 り歩 い た 技術者た ち が い て ， 各地 の

王 や 貴族 た ちに召 し抱 え られ ， 武器 などを製造 した の で あ る 。

　 こ うし た放浪生活者は ， 社 会にお い て は 下層 の 人 た ちで あ り， 不 法行 為や暴
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力 に 対し て 安全を保障され て い ない 。 レ メ クの うた （23−24節）に お い て ， 彼

らの 父 レ メ クが復讐の 種 とし て い る 「傷」 や 「打 ち傷」 は ， 杖や鞭で 打たれ た

「打ち傷」 や fみ み ず腫 れ」 と理 解され ， こ の うた は ， 法的保護の ない 下層民 の

安全保障を訴えて い る もの に ほ か な らない 。 もちろん 主 自らが 七 倍の 復讐を も

っ て カイン の 保護を約束す る 15節 と共 に 読めぱ ，
こ の 歌に おい て レ メ クが 自ら

復讐の 手 を上 げ る こ とを正 当化す る もの で ない と言 うべ きで ある 。

　創世記 は ， こ うした特定の 文化の 担い 手 で あ りなが ら社会的に は保護 され な

い 下層の 人 で あ る放浪民を ， カ イン へ の 主 の 呪 い と保護の 中を歩む もの として

描 く。 そ の よ うに して 聖書テ キ ス トが ， 世界に存在する放浪民た ちの 生活 の 現

実を解釈 し て い るの で あ る 。

　さらに ， これ ら放浪民 の 起源 を ， ノア の 家族以外は 皆滅 ん だは ずの 洪水 の 前

に置 くの に は ，
い か な る意味が あ るの か 。 お そ ら くこ こ に登揚する放浪民 は ，

洪水の 後 に ノ ア か ら出て全地に 広が っ た諸 国民 の 枠に 入 らない 人た ちなの で あ

る 。 逆に考え る と， 10章の 諸国民表は ， 洪水後の 世界 を包括す る リス トで あ る

とい うよ りは ， その 中に入 らない 別 枠の 集団 もある ， も う少 し 限定され た リス

トだ とい うこ とに な る 。

　 （2）ノ ア の 呪 い

　 とこ ろで ， 創世記 5章の トー レ ドー トに よれ ば ， ノ ア は レ メ クの も うひ と り

の 子 で ある （28−30節）。 そ の 29節 は ，
レ メ クがそ の 子 の 名を ノ ア （慰 め ） と

呼ん で 言 っ た こ ととし て ，
「これ は ， 主が 呪われた 土地か ら得 る我 らの 働 き と我

らの 手 の 苦労 とか ら我 らを慰 め る」 とい う， 3章 17節 （J）の 呪い に応答す る

言葉 を提示 す る 。 こ の レ メ クの 言葉は ， J の テ キス トが挿 入 され た もの と考え

られ て い るが
， そ うで あ っ た と して も ， わ れ われ は 資料 分割 で 話の 流れ を断ち

切 っ て し ま うの で な く， 今 日あるテ キ ス トの 流れ を確認 しなけれ ばな らな い
。

「土 地 か ら得る我 らの 働 き と我 らの 手の 苦労」は農業 を暗示 して い る 。 放浪者に

対置 され る生活様式 とし て の 農業が ， や は り洪水前に 示 され て い る 。 諸 国民表

に お け る 定住者 と遊牧 民 の 対 比 の 図式 に は
，

い よい よ注意が必 要 に なる 。
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　そ し て ， 主が 土地 を呪 っ た （エ
ー

ル ラ
ー
　

’

rrh）の に 対 し て 慰 め とな るべ きこ

の ノ ア が ，
ハ ム の 行い の ゆえに カナ ン を呪 うこ とに な る 。 も っ とも ノア は ， 自

分自身か ら呪い を発 した の で は な く， ア
ー

ル
ール 定式 に よ っ て ， カナ ン が呪い

に 値す る （有罪 で あ る） こ とを宣言 し た に過 ぎない 。
「彼は言 っ た 。

　呪 われ るべ き もの で あ る （ア
ー

ル
ー

ル 　
lrwr

）， カナ ン は 。

　奴隷たちの 奴隷に な る ， 彼 の 兄弟たちに対 して 。 彼 は言 っ た 。

祝 され るべ きもの で あ る （バ ー ル
ー

ク　brwk）， 主 ， セ ム の 神 は ．

　カ ナ ン は 彼 （セ ム ）28） に 対 して 奴隷 となれ 。

神 が ヤ フ ェ トに対 し て とこ ろ を拡げ られ る よ うに （ヤ フ ト）。

　彼は セ ム の 天 幕に住む 。

　カナ ン は 彼 （セ ム ） に 対 し て 奴隷 となれ 。 」 （9 ：25− 27）

　27 節最終行 は ， 26節最終行 と同じ文 で あ り， 26節 と同様 に その 前の 行の 終

わ りに セ ム の 名が あ るの で ， 代名詞 「彼」 はヤ フ ェ トで は な くセ ム を指す と考

える。 こ こ で は 主が 「セ ム の 神」 と呼ばれ る。 しか も呪われ るべ き カナ ン に対

して
， 祝 され るべ きは セ ム で は な く，

セ ム の 神 ， 主で あ る 。

　 ノア が ハ ム の 行 い に つ い て 呪い を 宣告し た の は ， 彼 が 父 の 裸を見 ， お もて で

兄 弟た ちに告げたか らで あるが
， おそ ら くそれ は 父 に 対す る性 的不義を暗示 し

て い よ う。
「父 の 裸 を曝す」 とい うの は ， 父 の 妻 と寝 る こ とで あ る （レ ビ記 18：

7− 8， 20 ：11）。
セ ム とヤフ ェ トは 父 の 裸を 見ない よ うに 父 の 裸 に 「衣 を ま とわ

せ る」 が ，
「身に ま とわせ る衣 の 裾の 四 隅に房 を着け る」 （申命記 22：12）の は ，

「裾を曝 さない 」 （申命記 23：1）た めで あ り， 「父 の 裾 を曝す」 とは ， 父 の 妻を

娶 る こ とを言 うの で ある （申命記 23 ： 1）29）
。 もし か す る と，

ハ ム の し た こ と

が性 的 な不義で あ る ゆえ に ， 生 まれ た 子 が 呪われ た の か もしれ ない 。 ダビ デが

バ トシ ェ バ に 産 ませ た子 が 死 ん だ よ うに （サ ム エ ル 記 下 12 ： 14 参 照）。

　 ノ ア の 呪い との 関連で 読む な らば ， 諸国民表 で 注 目され る べ き もの は ， カナ

ン で あ り， カナ ン は セ ム の 神 で ある主の 前で 呪わ れ て い る 。 呪い の 中身は セ ム

の 奴隷 とな る こ とで あ る 。 カ ナ ン の 子 らの リス ト （創世 記 10 ： 15− 18） は ， 前

述 の 通 り ， 社会文化 的要素に よ っ て 囲まれ て い る とは い え ， 先住民 リス トを含
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ん で い るの で あ り， イス ラエ ル との 関係に おい て 意味づ けられ る 。 主は ， 民族

学的あ るい は社会文化的な意味で の セ ム の 神で は な く， 後に イ ス ラ エ ル とな る

人 々 で あ るセ ム の 神で あ り ， カナ ン が セ ム の 奴隷 とな る とい うこ とは ， 諸国民

表にお い て は未 だ 存在し て い ない イ ス ラ エ ル の 奴隷に な る こ となの で あ る 。

　カナ ン の 先住民 が イ ス ラエ ル の 奴隷とされ た こ とにつ い て は
，

ヨ シ ュ ア記 9

章 （ヒ ビ 人），
士師記 1 章 28 節 ， 30 節 ， 33節 （カナ ン 人 ）， 35節 （ア モ リ人），

列王 紀上 9 章 20−21節 （ア モ リ人 ，
ヘ ト人 ，

ペ リジ人 ，
ヒ ビ 人 ，

エ プ ス 人）な

ど に記 され て い る。 聖 書テ キ ス トの 中に ， カナ ン ない しは ハ ム が ，
セ ム の 奴隷

に な っ た とい う記事は な く， また ，
ハ ム の 子孫 とされ て い る人 々 で

， カナ ン の

子た ち以外 に ， イ ス ラエ ル の 奴隷 とな っ た者は ない 。 ただ
， 先住民 と して の カ

ナ ン の 子 らが イ ス ラ エ ル の 奴隷 とされ た こ とによ っ て ， ノア の 呪い は実現 して

い る 。 兄弟の 奴隷 と され る呪い は ， ノ ア の 言葉通 り， カナ ン に 限 られ て い る 。

　 （3）八 ム の 子 ら と は何か

　さて それ な らば ， カナ ン 人 は なぜ ハ ム の 子 とされ て い る の で あろ うか 。 カナ

ン に 向け られ た呪い が ハ ム の 所業に起因す る もの で あ り， また カナ ン が
， 民族

学 的に は セ ム に属す るの に ， わ ざわ ざ ハ ム の 子 と され て い るな らば ， しか もそ

の 呪い が ， お そ ら くハ ム の 性的不義に 関わ る もの で あ る とし た ら，
ハ ム の 子 ら

に共通す る事柄は 何 で あろ うか 。

　父 の 裸を見， また お もて で 語 っ た とい うの は
， 前述 の 通 り，

お そ ら く父 の 妻

との 性的関係 を暗示 して い る 。 しか し これ は ， 生物学 的に ， あ るい は 社会通念

上許 され ない こ とで あ っ たか ら呪われ たの で は なく， もっ ぱ ら， 律法が これ を

禁 じて い る もの で あるが ゆえ に ， 呪われ た の で あ る 。

　あ る民族／部族の 起源 に ， 性 的関係 の 問題 が 現れ て い るの は ， アブ ラ ハ ム の

甥 ロ トの 子た ち ，
モ ア ブ とア ン モ ン で あ る （創世記 19：30− 38）。 彼 らは ， ソ ド

ム とゴ モ ラの 滅亡 の 後 （状況は ノ ア の 洪水 に似 て い る）， 残 っ た ロ トと彼 の 二 人

の 娘の 間に 生 まれ た とされ る 。 こ の 物 語 は
，

モ ア ブ とア ン モ ン を軽ぺ つ して ，

そ の 生 まれ の 異常さをあざけ るよ うに 見 え るが ， む しろ，
モ ア ブ とア ン モ ン の
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誕 生が ， 肉親 と交わ っ て は な らない とい う律法 （レ ビ 記 18 ：6， 17。 これ らの

行為 も 「裸 を曝す 」 こ ととして禁 じ られ て い る） に反 して い る と指摘 して い る

の で ある 。 また ロ トの 娘た ちは ， レ ビ ラ
ー トの 要求 （申命記 25：5− 10） に従 お

うとして い る よ うで あ るが
， 全 く要件を満た して い ない 。 こ れ に対 して ユ ダの

妻 タマ ル は ， おそ ら くカナ ン 人 で あ り （創世 記 38 ：11）， 姦淫 と見られ るこ と

を行 っ た に もか か わ らず （創世記 38 ：24，
レ ビ 記 18　：20， 20 ：10），

レ ビ ラー

トの 要求を満たし たゆ えに （創世記 38 ：8， 14），
ユ ダを して 「わ た しよ りも彼

女 の 方 が 正 しい 」 （26節 ） と言 わ し めた 。

　その 存在が 律法に 沿 っ てい るか ど うか （イ ス ラ エ ル の よ うに 律法 を保持 し て

い るか ど うか で は な く， 結果 的に 合致 し て い るか ど うか ） とい うこ とは ， そ の

民 がそれ ぞれ の 土地 に 住ん で い て よい か ど うか に か か わ っ て くる 。 申命記 9章 4

節 は ， イス ラエ ル の 面前か ら先住 民が 放逐 され るの は ， イ ス ラエ ル の 義に よ る

の で な く， 先住 民の 悪 の ゆえ で あ る と教え る 。 もち ろん律法 を保持 す る イス ラ

エ ル 自身が 約束の 地 に住み 続 け る こ とが で きるか どうか も， そ の 可能性 を律法

の 遵守の 中に置い て い る （申命記 7 ：26，
レ ビ 記 26 ：27−43）。

　性 的関係の 正 し さを要求す るレ ビ 記 18章は ， 前節 ［3］（2）以 来しば し ば 参

照 して きたが ， その 3 節 に 次の よ うに言 っ て い る こ とは ， 注 目 され て よい 。
「お

前たちが そ こ に 住ん で い た エ ジプ トの 地 の や り方の よ うに ， お 前た ちは お こ な

っ て は な らない 。 また ， 私 が お 前た ちをそ こ へ 導き入れ るカナ ン の 地 の や り方

の よ うに ， お前た ちは お こ な っ て はな らない 。 そ し て 彼 らの 掟 に ， お 前た ちは

歩ん で は な らない 」。 こ の 律法の 言葉に よれ ば
， 性 的 問題 に 関 し て ，

エ ジ プ トと

カナ ン は ， 彼 らの 掟 に お い て ， 主 の 律法 に反す る の で あ る 。

　さらに カナ ン 人が ， 彼 らの 悪 の ゆえ に そ の 土地か ら放逐 され る とい うの で あ

れ ば ， 彼 らは 本来そ の 土地 に い る資格 を 自ら主張で きない もの とい う含意もあ

ろ う。
こ れ は ，

エ ジ プ トの 子孫の なか に 数 え られ て い るペ リシ テ 人 に つ い て も

同様で あ ろ う。 彼 らは ， 本来 カナ ン の 地 の 人 た ち で は ない （ア モ ス 書 9 ：7） の

に ， そ こ に い るの で ある 。

　 ニ ム ロ ドを クシ ュ の 子 に して し ま うの も， 彼が クシ ュ の 子 な ら， 本 来そ こ に
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い るは ずの ない もの で あ る とい うこ とか もしれ ない
。

ニ ム ロ ドにつ い て だ け物

語的なテ キ ス トが 付い て い るが ， その 趣旨は ，
二 度繰 り返 され る 「主の 前に勇

敢な狩人」 とい う呼び 方 に現れ て い る 。
「主 の 前 に 」 とい うの は ， イ ス ラエ ル に

おい て 称賛 され て い る とい うこ とよ りも， む し ろ ，
バ ベ ル の 塔に 通 じ る よ うな ，

主の 面 前で の 傲慢 が あ る と読 まれ るべ きで は ない だ ろ うか SO）
。

　 （4）ヤ フ ェ トの 子 ら　まと めに代えて

　 最後に ， なぜ ヤ フ ェ トが 系図の 初めに 置か れ て い るか とい うこ とにつ い て
，

考察す る 。 まずヤ フ ェ トは イス ラ エ ル か ら遠い 存在で あ っ て ， それ ゆえ ， 忌避

す る必 要の ない 人 々 で あ り （創世記 9：27， また ヨ シ ュ ア記 9：1− 15を も参照），

これ に 対 し て ハ ム は ， 地理 的距離は ともか く， イ ス ラエ ル との 関係は 近い 人 々

で あ っ て
，

い ろい ろな意味 で （大抵 は対立者 とし て） 無視で きない 存在 で あ っ

た と考え られ る 。 諸国民表は ， 遠い もの か ら始め て 最後 に セ ム を置い た の で あ

る 。 しか し ， その 遠 さに は
， 忌避せ ず にすむ とい う以上 の 意味が あ り， 初 めに

置か れ る積極 的理 由が あ る 。

　注 目すべ きは ， ヤ フ ェ トの 子 らが
， 圧倒 的 に ， 裁 きの 日に 関する テ キ ス ト，

とくに エ ゼ キ エ ル 書 に登場する こ とで あ る。 まず ，
ゴ メル とマ ゴ グは ， 黒 海沿

岸の ス キ タ イ系住民 とされ るが ， どこ に位置 したどの よ うな民族か特定で きな

い 。 そ して
，

こ こ と歴 代志 の 並行箇所つ ま り諸国民表以外に は ，
エ ゼ キエ ル 書

38章に しか 出て こ ない （ゴ メル 38 ：6，
マ ゴ グ 38 ：2， 39 ：6）。 それ は ， 終末

論的な最終戦争 に お い て ， 地 の 果 てか ら攻め て くる人 々 で あ る。 マ ダ イ （メデ

ィ ア）は ，
ペ ル シ ャ とバ ビ ロ ン に接して 実在す る国家で あ り， ヤ ワン は イオ ニ

ア人 と同定 され る 。 彼 らは ダ ニ エ ル 書に しば しば 登 場 し て も ， 終末論的 な イ メ

ー ジに は な ら な い が ， ヤ ワ ン は イザヤ 書 66 章 19節に お い て ， タル シ シ ュ
，

プ

ル
， ル ド ， トバ ル と共 に

， 主 の 終末的栄光を 見 るべ き遠 くの 島 々 として 言及 さ

れ る 。 トバ ル とメ シ ェ ク は
， 詩篇 120篇 5節 に メシ ェ クが

， イザ ヤ 書 66 章 19

節で トバ ル が 他 の 民族 とと もに現れ るが ， そ れ 以外 は
， 諸国民表 とエ ゼ キ エ ル

書 に しか な く ， しか も必 ず 両者
一
組に な っ て い る （エ ゼ キ エ ル 書 27 ： 13， 32 ：
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26， 38 ：2， 3， 39 ： 1）。
ゴ メル とマ ゴ グが か か わ る最終戦争 に ，

こ の 両者 も登

場す る （エ ゼ キ エ ル 書 38：2， 3，39 ：1）。 テ ィ ラ ス は諸 国民表以外に言及 され

ない
31）

。

　次の 世代 には ゴ メル の 子 ら とヤ ワ ン の 子 らが 挙 げ られ て い るが ， そ の 内で は

ア シ ュ ケナズ が エ レ ミヤ書 51 章 27節 （それ 以外に は登場 しない ） にお い て ，

バ ビ ロ ン を撃つ 諸 国民の うちに数え られ る 。 トガル マ は エ ゼ キ エ ル 書 38章 6節

に ， タル シ シ ュ が ， こ れは よ く知られ た地中海の 民で あ るが
，

イザ ヤ 書 66 章

19節 とエ ゼ キ エ ル 書 38 章 13節 に 現れ る 。 なお ，
エ リシ ャ とキ ッ テ ィ ム は エ ゼ

キ エ ル 書 27章 6節 ，
7 節に並行 して 言及 され て い る 。 リフ ァ トと ドダ ニ ム は 諸

国民表以外 に現れ ない 。

　つ ま り，
こ こ で も諸国民表 の 完結性 を確保す るた め に の み挙 げ られ て い る，

テ ィ ラス ， リフ ァ ト， ドダ ニ ム とい っ た 民族名が あ るが
， 重要 なの は ，

エ ゼ キ

エ ル の 指 し 示す終わ りの 日 との 関連 で あ っ て ， 最 も遠い とい う空 間的関係 は ，

時間的に
一

番先 とい うこ とで もあ り， 終わ りの 時に 最 も遠い と こ ろか ら来 る人

た ちが
，

一 番先 に 現れ た人 々 なの で あ る 。

　こ の よ うに し て
， 諸国民表は ， 聖書外 の 社 会文化 的／社会経済的枠組 に 当て

は まる面 が あ るが ， む し ろ基本 的に は ， 聖 書そ の もの が 持 つ
， 律法に規定 され

た土地所有の 枠組 ， あ るい は 終末論的な時間の 枠組に よ っ て 構成 され て い る と

見 る こ とが で きる 。　　　　　　　　　　　　　　　 （お お すみ ・ゆ うい ち）
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